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１．研究計画の概要 

日本最大のサンゴ礁「石西礁湖」で高
波浪海域のサンゴ再生技術の研究開発
を行う。その技術をインドネシアのマナ
ド海域に応用してサンゴ再生実験を行
うとともに、熱帯海域のサンゴ再生マニ
ュアルの開発に資する。 
 
２．研究の進捗状況 
 石西礁湖では白化によるサンゴの死滅・再
生過程を明らかにした。また高強度型サンゴ
着床具の開発に成功した。 
 石西礁湖では 1998 年の白化以降、2001、
2003、2007 年の 4回の全域白化が起き、礁湖
内のサンゴ群集は多大な被害を受けた。卓越
するミドリイシ群集の優先種クシハダミド
リイシを指標として今まで取得したデータ
ベースを解析した結果、1998 に生育していた
もの（5cm 以上）は全滅していた。北海域で
は 98 と 01 白化で全滅、中央から南部の海域
ではしばらく生残していたが、07 白化で全滅
した。一方、北海域では 1998 年からの加入
によって 2007 年には一斉産卵を行うまでに
回復し新しい幼生供給源となった。中央から
南部海域は一部回復しているが成熟サイズ
には達していない。北海域の群集は 03、07
白化では影響を受けておらず、現在の白化環
境（水温）では白化しない群集であることが
わかった。石西礁湖だけでなく日本列島への
サンゴ幼生（次世代）の供給源となると期待
される。 

この死滅・回復を明らかにする過程で、一
斉産卵型のミドリイシ類の初期の生態をほ
ぼ解明した。また礁湖全域を、幼生供給が多
く着床具にサンゴを着生させる「幼生着生海

域」、移植用稚サンゴを育てる「育成海域」、
再生が必要な「移植海域」として面的に広く
利用する再生技術を確立した。また高波浪域
のサンゴ再生技術もほぼ完成できた。 

マナドではサムラトランギ大学と共同で
サンゴの生態研究を続けた結果、ミドリイシ
類は急速に衰退を続けていること、幼生加入
も極めて少ないことがわかった。そこでブナ
ケン島とマナド海岸の各所のサンゴ礁を調
査し、またミドリイシ類の初期の成長過程な
どを明らかにした。2010 年には人工基盤と着
床具を組み合わせたサンゴ再生実験に着手
した。 
 
３．現在までの達成度 
この成果は環境省の石西礁湖自然再生事

業に寄与している。マナドでは未だ生態学的
研究は不足しているが、日本で開発したサン
ゴの再生技術は応用可能との見通しが得ら
れた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 マナドのサンゴ再生実験を地元のサムラ
トランギ大学と共同で進め、実際的なサンゴ
再生マニュアルの開発を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
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